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外
出
自
粛
や
テ
レ
ワ
ー
ク
が
続
く
中
、
私
達
は
、
改
め
て
「
緑
」
の
存
在
の
大
き
さ
に

気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
生
活
様
式
が
提
案
さ
れ
る
な
か
、
窓
か
ら
ふ
と
目
に
は
い
る

緑
に
心
が
ふ
っ
と
救
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
緑
の
あ
る
環
境
は
、
心
身
の
疲

れ
を
早
く
ほ
ぐ
し
て
く
れ
ま
す
。
実
験
の
結
果
で
も
、
緑
の
多
い
林
内
は
早
く
運
動
の
疲

れ
が
回
復
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ビ
ル
が
多
い
都
会
で
も
緑
地
が
あ
る
と
安
ら
ぐ
と
い
う
、
あ
る
研
究
結
果
が
あ

り
ま
す
。
自
宅
近
く
の
緑
地
の
有
無
や
種
類
を
資
料
で
把
握
し
た
上
で
、
平
均
六
年
間
に

わ
た
り
本
人
に
精
神
面
や
健
康
度
に
つ
い
て
尋
ね
、
追
跡
を
し
ま
し
た
。
収
入
や
教
育
、

年
齢
な
ど
考
慮
し
て
分
析
し
た
結
果
、
自
宅
か
ら
徒
歩
圏
内
に
樹
木
が
多
い
場
所
が
あ
る

人
は
、
悩
み
を
抱
え
る
こ
と
が
少
な
く
、
自
覚
的
な
健
康
度
も
高
い
傾
向
が
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

確
か
に
生
い
茂
っ
た
樹
木
に
は
、
小
鳥
や
昆
虫
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
ウ
グ
イ
ス
の
声
、

セ
ミ
の
声
、
小
動
物
は
季
節
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
、
緑
は
、
鳥
や
昆
虫
の
恰
好
の
住
み
家

に
な
っ
て
い
ま
す
。
庭
に
来
る
野
鳥
た
ち
は
、
植
物
の
種
を
運
ん
で
く
る
こ
と
も
あ
り
、

生
物
の
多
様
性
を
作
る
の
も
野
鳥
た
ち
の
大
き
な
仕
事
で
す
。
ま
た
、
交
通
量
の
多
い
通

り
か
ら
、
樹
木
が
こ
ん
も
り
と
生
い
茂
る
公
園
に
入
る
と
、
静
け
さ
に
包
ま
れ
ま
す
。
樹

木
に
は
音
を
反
射
し
て
は
ね
か
え
し
た
り
、
音
を
吸
収
し
て
音
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
小
さ
く

す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
公
園
の
樹
木
や
街
路
樹
が
作
る
木
陰
は
、
と
て
も
心
地

良
く
、
そ
の
木
陰
は
、
周
囲
よ
り
二
℃
ほ
ど
気
温
が
低
く
、
そ
れ
も
樹
木
が
陽
を
遮
る
効

果
（
緑
陰
効
果
）
と
葉
か
ら
放
出
さ
れ
る
水
分
が
周
り
の
温
度
を
下
げ
る
効
果
（
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
効
果
）
の
た
め
で
す
。
屋
上
緑
化
や
壁
面
緑
化
、
生
垣
は
こ
の
効
果
を
取
り
入

れ
た
緑
化
で
す
。

　

更
に
、
今
か
ら
九
〇
年
も
前
、
日
本
の
公
衆
衛
生
に
尽
力
し
た
遠
山
椿
吉
は
「
庭
園
と

衛
生
」
の
中
で
、
結
核
予
防
の
観
点
か
ら
、
庭
に
は
樹
木
の
密
植
は
避
け
、
低
木
は
手
前

に
高
木
は
奥
に
、
ま
た
、
塀
は
空
気
や
光
線
が
通
過
す
る
竹
垣
が
よ
い
と
記
し
て
い
ま
す
。

私
達
の
生
活
環
境
に
も
、
空
気
や
光
を
十
分
に
取
り
入
れ
、
風
の
通
り
道
を
作
る
こ
と
が

大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
九
〇
年
前
に
提
言
さ
れ
た
感
染
予
防
と
庭
の
つ
く
り
方
と
の

関
わ
り
が
、
大
変
興
味
深
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
感
染
症
の
広
が
り
は
、
生
活
様
式

の
ほ
か
に
生
活
の
緑
化
環
境
を
見
直
す
機
会
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　

ｃ
ｏ
ｒ
ｏ
ｎ
ａ
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
と
共
に
緑
に
密
着
し
た
、

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　

グ
リ
ー
ン
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

新生活様式 with グリーン

一般社団法人　福島県造園建設業協会　 
会　長　諸　井　道　雄
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　昨年10月に「ふくしま県民の森」で開催しました
第２回ふくしま植樹祭は、福島県内外から多くの参
加者にお越しいただき、森林づくりへの共感の輪を
広げることや、復興に向かって歩み続ける福島の今
の姿を広く発信する大会とすることができました。
　今年も、新型コロナウイルス感染症の影響に心折
れることなく、令和の時代においても新たな生活様
式を取り入れ、ふくしまの美しい緑と心が、未来も
豊かであり続けるよう、「森林づくりを続ける、広げ
る、繋げる」をテーマに、未来を担う子供たちに美
しいふるさとを継承する思いを込めた植樹祭を10月
11日㈰に福島県昭和の森（猪苗代町）で開催します。
　当日は、感染拡大防止対策を徹底し、アカマツや
サクラ、ケヤキ、ヤマボウシなど2,500本の植樹活
動や、第21回全国植樹祭（昭和45年開催）において
植栽しましたアカマツ林内の育樹活動のほか、県農
林水産物や地元特産品の販売、森林のアロマづくり
や薪割り・丸太切り、森林セラピーヨガ、自然観察
体験など多彩な交流体験プログラムを用意しており
ます。
　また、2020年ミス日本みどりの女神の井戸川百花
さんと福島県出身で2017年ミス日本みどりの女神の

野中葵さんも、皆様と一緒になって活動に参加されます。
　さらに、歌舞伎俳優の市川海老蔵さんオリジナルグッズや、ABMORIグッズを参加された方の中から抽選
でプレゼントするなど楽しみ満載です。
　植樹祭は続けることが大切です。今回は、福島県民の皆様限定とはなりますが、どうぞ、奮って参加され
ますようお願い申し上げます。

問い合わせ先

〈申し込み方法〉
　◦WEBからの申し込み
　　第３回ふくしま植樹祭ホームページから申し込みいただけます。

　◦ファックスからの申し込み
　　第３回ふくしま植樹祭チラシ裏面の参加申込書に必要事項記入のうえ、
　　FAX 024－521－8390に送信願います。

ふくしま植樹祭実行委員会事務局
TEL 024－521－2550

（土日・祝日を除く10：00－17：00）

「第３回ふくしま植樹祭－ABMORI－」県内限定参加者募集! !
ふくしま植樹祭実行委員会
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○
保
安
林
誕
生
の
経
緯

　

森
林
は
県
土
の
約
七
割
を
占
め
て
お

り
、生
物
多
様
性
の
保
全
、
水
源
の
涵か
ん

養よ
う

、

土
砂
災
害
の
防
止
、
保
健
休
養
の
場
の
提

供
な
ど
、
多
面
的
機
能
を
有
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
人
と
森
林
と
の
関
わ
り
は

深
く
、
森
林
か
ら
様
々
な
恩
恵
を
受
け
て

人
々
の
生
活
が
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
人
口
の
増
加
と
と
も
に
木
材

需
要
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
過
度
な

伐
採
が
繰
り
返
さ
れ
た
結
果
、
荒
廃
し
た

山
が
急
増
し
ま
し
た
。
そ
の
傾
向
は
明
治

時
代
に
入
っ
て
も
変
わ
ら
ず
、
森
林
の
持

つ
多
面
的
機
能
を
失
っ
た
山
で
は
土
砂
災

害
や
河
川
の
氾
濫
が
発
生
し
、
多
く
の
方

が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
を
受
け
、
明
治
三
〇

年
に
旧
森
林
法
が
制
定
さ
れ
、「
特
に
重

要
な
目
的
を
も
ち
、
人
々
の
安
全
等
の
た

め
に
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
森
林
」
を
保

安
林
と
し
て
指
定
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
保
安
林
に
指
定
さ
れ

た
森
林
は
保
安
林
制
度
に
よ
り
適
正
に
維

持
管
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
稿
で
は
こ
の
保
安
林
制
度
の
概
要
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

○
実
は
身
近
な
保
安
林

　

保
安
林
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
。
保
安
林
と
は
、
森
林
法
第
二

五
条
及
び
第
二
五
条
の
二
に
よ
り
、
農
林

水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
よ
っ
て

指
定
さ
れ
た
森
林
の
こ
と
で
す
。
保
安
林

は
十
七
種
類
あ
り
、
水
源
の
涵か
ん
よ
う養

、
土
砂

の
流
出
の
防
備
、
土
砂
の
崩
壊
の
防
備
と

い
っ
た
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
指
定
さ

れ
ま
す
。
福
島
県
内
で
は
十
三
種
類
の
保

安
林
が
約
三
九
万
六
千
㌶
（
平
成
三
〇
年

度
末
時
点
）
指
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は

県
内
の
森
林
の
約
四
〇
㌫
に
当
た
り
ま

す
。

　
「
保
安
林
な
ん
て
普
段
目
に
す
る
機
会

は
な
い
」
と
思
う
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
福
島
市
に
あ
る
信
夫
山

の
一
部
も
土
砂
崩
壊
防
備
保
安
林
や
風
致

保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
保
安
林
は

意
外
と
身
近
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
新
た
な
保
安
林
の
指
定
に
よ
っ
て
県

内
の
保
安
林
面
積
が
増
加
し
て
い
け
ば
、

ま
す
ま
す
身
近
な
存
在
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

○
保
安
林
に
指
定
さ
れ
る
と
？

　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
森
林
と
、

他
の
森
林
と
は
何
が
違
っ
て
く
る
の
で

し
ょ
う
か
。
前
述
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、

保
安
林
は
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の

発
揮
を
目
的
と
し
て
指
定
さ
れ
、
そ
の
達

成
の
た
め
に
維
持
管
理
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
保
安
林
内
で
は
立

木
の
伐
採
や
土
地
の
改
変
等
の
行
為
が
制

限
さ
れ
ま
す
。
た
と
え
森
林
所
有
者
で

あ
っ
て
も
立
木
を
伐
採
す
る
た
め
に
は
都

道
府
県
知
事
の
許
可
又
は
届
出
が
必
要
で

す
。
伐
採
の
方
法
や
限
度
な
ど
は
、
保
安

林
ご
と
に
指
定
施
業
要
件
と
し
て
定
め
ら

れ
て
お
り
、
許
可
等
を
得
た
内
容
（
又
は

届
け
出
の
内
容
）
の
範
囲
内
に
限
っ
て
伐

　

県
政
コ
ー
ナ
ー　
　

保
安
林
制
度
の
概
要�

福
島
県
森
林
保
全
課

採
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
伐
採
の
種

類
に
よ
っ
て
は
申
請
の
時
期
が
決
ま
っ
て

い
る
た
め
、
計
画
的
な
手
続
き
が
必
要
で

す
（
◎
立
木
の
伐
採
手
続
き
を
参
照
）。
立

木
の
伐
採
だ
け
で
な
く
、
竹
の
伐
採
、
家

畜
の
放
牧
、
土
石
の
採
掘
、
開
墾
、
そ
の

他
土
地
の
形
質
の
変
更
行
為
な
ど
も
制
限

を
受
け
る
こ
と
か
ら
、
同
様
に
許
可
や
届

出
が
必
要
に
な
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
森
林
は
適
切
に
手
入
れ
を
し
な

け
れ
ば
そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
も
所

有
権
が
国
や
県
に
移
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
管
理
は
通
常
の
財
産
と
同
様
、
土
地

の
所
有
者
が
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

保
安
林
は
他
の
森
林
と
税
制
上
の
取
り

扱
い
も
異
な
り
ま
す
。
税
制
の
優
遇
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
保
安
林
に
指
定
さ
れ

た
森
林
で
は
、
固
定
資
産
税
、
不
動
産
取

得
税
、
特
別
土
地
保
有
税
は
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
。
相
続
税
や
贈
与
税
も
評
価
の
際
に

三
割
～
八
割
が
控
除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

指
定
施
業
要
件
に
よ
っ
て
伐
採
種
が
禁
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福島県中央部に位置する信夫山、一部が保安林に指定されている

伐
、
択
伐
と
さ
れ
た
保
安
林
に
つ
い
て

は
、
申
請
に
よ
っ
て
伐
採
制
限
分
の
損
失

補
償
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○�

保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
に
は

　
「
自
分
の
山
が
保
安
林
か
ど
う
か
確
認

し
た
い
」
と
い
う
お
問
い
合
わ
せ
を
多
数

頂
い
て
い
ま
す
。
登
記
簿
謄
本
の
地
目
欄

に
「
保
安
林
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
正
確
に
確
認
す
る
た
め

に
も
、
必
ず
管
轄
す
る
福
島
県
農
林
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
そ
の
際
に

は
対
象
地
の
地
番
を
控
え
て
い
た
だ
け
て

い
る
と
確
認
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。
な
お
、
県

で
は
「
ふ
く
し
ま
森
ま
っ
ぷ
」
と
い
う
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
お
お

よ
そ
の
保
安
林
位
置
の
確
認
が
可
能
で
す
。

　

所
有
す
る
森
林
を
保
安
林
に
し
た
い
と

い
う
ご
希
望
を
お
持
ち
の
方
は
、
福
島
県

農
林
事
務
所
又
は
森
林
の
所
在
す
る
市
町

村
役
場
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

◎
立
木
の
伐
採
手
続
き

〈
間
伐
す
る
場
合
〉

　
　

届
出
が
必
要
。
伐
採
を
開
始
す
る
日

の
九
〇
～
二
〇
日
前
に
提
出
。

〈
択
伐
す
る
場
合
〉

　

①　

人
工
林
で
植
栽
の
義
務
が
定
め
ら

れ
た
保
安
林
内
で
択
伐
を
す
る
場
合

　
　
　

届
出
が
必
要
。
伐
採
を
開
始
す
る

日
の
九
〇
日
～
二
〇
日
前
に
提
出
。

　

②　

①
以
外
の
場
合

　
　
　

許
可
が
必
要
。
伐
採
を
開
始
す
る

日
の
三
〇
日
前
ま
で
に
申
請
書
を
提

出
。

〈
皆
伐
す
る
場
合
〉

　

許
可
が
必
要
。
申
請
が
可
能
な
期
間
は
、

次
の
と
お
り
に
限
る
。

　
　

第
一
回　

二
月
二
日
～
三
月
三
日

　
　

第
二
回　

六
月
二
日
～
七
月
一
日

　
　

第
三
回　

九
月
二
日
～
十
月
一
日

　
　

第
四
回　

十
二
月
二
日
～

�

十
二
月
三
一
日

　
　
（
皆
伐
限
度
面
積
公
表
か
ら
三
〇
日

以
内
）

※
保
安
林
の
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
福

島
県
農
林
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
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全
国
で
初
め
て
一
億
円
を
突
破
す
る
な

ど
、
堅
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
平
成
二
三
年

度
は
、
一
、
一
六
八
万
円
と
全
国
最
下
位

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
民
の
皆
様

と
関
係
各
位
の
ご
協
力
、ご
尽
力
に
よ
り
、

特
集
「
震
災
十
年
」
⑥

緑
化
運
動
の
軌
跡

〈
公
益
社
団
法
人
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会　

緑
化
推
進
局
〉

　

ふ
く
し
ま
の
豊
か
な
緑
は
、
先
人
た
ち

の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
受
け
継
が
れ

て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
心
と
と
も
に

次
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
、
か
け
が
え
の
な

い
大
切
な
財
産
で
す
。

　

緑
化
運
動
は
、
こ
の
財
産
を
守
り
、
育

て
て
い
く
た
め
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
変
遷
を
遂
げ
る
息
の
長
い
、
決
し
て

途
切
れ
て
は
い
け
な
い
運
動
で
す
。

　

平
成
二
三
年
に
発
災
し
た
東
日
本
大
震

災
と
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、
緑
化
運

動
の
推
進
と
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
を

一
変
さ
せ
、
十
年
目
の
節
目
と
な
り
ま
す

今
日
に
お
い
て
も
、
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
、
森
林
と
人
と
の
絆
の
回
復
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

一　

緑
の
募
金

　

戦
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
昭
和
二
五

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
緑
の
羽
根
募
金
」

は
、
平
成
七
年
に
「
緑
の
募
金
に
よ
る
森

林
整
備
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
制

定
さ
れ
、
現
在
の
「
緑
の
募
金
」
に
名
称

を
改
め
平
成
十
二
年
度
に
は
、
募
金
額
が

令
和
元
年
度
に
お
い
て
は
、
六
、
二
七
〇

万
円
と
震
災
前
の
平
成
二
二
年
度
の
全
国

第
七
位
を
上
回
る
第
六
位
ま
で
復
活
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
緑
の
募
金
」
は
、
緑
豊
か
な
ふ
く
し

ま
を
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
に
県
内
の
森
林

づ
く
り
、
心
づ
く
り
に
活
用
し
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二　

ふ
く
し
ま
復
興
・
未
来
の
森
づ
く
り

基
金
の
創
設

　

震
災
か
ら
の
復
興
を
目
指
し
、
森
林
と

人
と
の
絆
の
回
復
や
、
循
環
の
理
念
に
基

づ
く
森
林
づ
く
り
活
動
、
次
世
代
の
主
役

と
な
る
青
少
年
の
育
成
活
動
等
を
推
進
す

る
た
め
、
平
成
二
六
年
六
月
に
基
金
制
度

を
設
立
し
、
こ
れ
ま
で
に
一
億
三
千
四
百

万
円
の
基
金
造
成
を
行
い
、
現
在
、
次
の

事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

0

400,000

800,000

1,200,000

1,600,000

2,000,000

2,400,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

昭
和

2
5
年

昭
和

3
0
年

昭
和

3
5
年

昭
和

4
0
年

昭
和

4
5
年

昭
和

5
0
年

昭
和

5
5
年

昭
和

6
0
年

昭
和

6
3
年

平
成
元
年

平
成

5
年

平
成

1
0
年

平
成

1
2
年

平
成

1
5
年

平
成

2
0
年

平
成

2
1
年

平
成

2
2
年

平
成

2
3
年

平
成

2
4
年

平
成

2
5
年

平
成

2
6
年

平
成

2
7
年

平
成

2
8
年

平
成

2
9
年

平
成

3
0
年

令
和
元
年

全
国
の
募
金
額
（千
円
）

福
島
の
募
金
額
（千
円
）

年

福島県と全国の募金額（昭和２５‐令和元年）

福 島 全国合計
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⑴　

森
林
づ
く
り
の
担
い
手
育
成

　
　

県
内
緑
の
少
年
団
の
活
動
支
援
。

⑵　

多
様
な
主
体
に
よ
る
森
林
づ
く
り
体

制
整
備

　
　

幼
少
期
に
お
け
る
森
林
づ
く
り
活
動

検
討
会
の
開
催
。

⑶　

森
林
づ
く
り
県
民
運
動
の
醸
成

　
　

ふ
く
し
ま
未
来
の
森
林
・
絆
づ
く
り

運
動
の
展
開
。

　

①　

森
林
づ
く
り
子
ど
も
大
使
の
派
遣

　

②　

第
三
回
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち

に
よ
る
森
林
づ
く
り
会
議
の
開
催

　

③　

第
三
回
ふ
く
し
ま
植
樹
祭
の
開
催

　

④　

森
林
づ
く
り
フ
ィ
ー
ル
ド
整
備

⑷　

森
林
づ
く
り
活
動
支
援

　
　

県
内
森
林
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
へ

の
活
動
支
援
。

⑸　

森
林
づ
く
り
顕
彰
事
業

　
　
「
ふ
く
し
ま
森
づ
く
り
大
賞
」の
授
与
。

三　

平
成
最
後
の
全
国
植
樹
祭
の
開
催

　
「
育
て
よ
う
希
望
の
森
を
い
の
ち
の
森

を
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
四
八
年
ぶ
り
に
本

県
開
催
と
な
り
ま
し
た
第
六
九
回
全
国
植

樹
祭
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
域
で

開
催
さ
れ
た
初
の
大
会
で
あ
り
、
震
災
か

ら
の
復
興
に
向
け
た
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と

の
再
生
を
進
め
て
い
く
う
え
で
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
ふ
く
し
ま
か

ら
発
信
す
る
森
林
づ
く
り
」
で
あ
り
、
平

成
二
六
年
八
月
に
本
県
開
催
が
内
定
し
た

以
降
、
平
成
三
〇
年
六
月
の
開
催
ま
で
に

記
念
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加
者
総
数
は
延

べ
三
万
四
千
名
を
数
え
、
植
栽
さ
れ
た
苗

木
は
、
十
八
万
本
を
上
回
る
も
の
と
な

り
、
疲
弊
し
た
緑
化
運
動
の
推
進
に
向
け

て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

四　

平
成
か
ら
令
和
へ
、
ふ
く
し
ま
植
樹

祭
の
開
催

　

全
国
植
樹
祭
の
開
催
理
念
を
引
き
継

ぎ
、「
森
林
づ
く
り
を
続
け
る
、
広
げ
る
、

繋
げ
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
「
未
来
へ
つ
な

ぐ
希
望
の
森
林
づ
く
り
」
の
コ
ン
セ
プ
ト

の
も
と
に
、
全
国
植
樹
祭
開
催
の
五
カ
月

後
の
平
成
三
〇
年
十
一
月
に
第
一
回
大
会

を
南
相
馬
市
海
岸
防
災
林
地
内
に
お
い

て
、
翌
年
の
令
和
元
年
十
月
に
は
、
第
二

回
大
会
を
大
玉
村
ふ
く
し
ま
県
民
の
森
に

お
い
て
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
の
再
生
に
想
い
を
込
め
た
植

樹
活
動
は
、
参
加
者
総
数
延
べ
五
千
名
、

植
栽
苗
木
は
、
二
万
九
千
本
を
数
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
、

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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は
じ
め
に

　

福
島
大
学
農
学
群
食
農
学
類
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
本
紙
№
六
五
三
（
平
成
三
一

年
一
月
一
日
発
行
）
に
記
事
を
書
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
三
一
年
四
月
に

は
、
福
島
大
学
五
番
目
の
学
類
と
し
て
発

足
し
、
一
〇
八
名
（
定
員
一
〇
〇
名
）
の

学
生
を
受
入
れ
ま
し
た
。

　

本
学
類
の
特
徴
と
し
て
一
年
生
に
は
必

修
と
し
て
「
農
場
基
礎
実
習
Ⅰ
、
Ⅱ
」
を

課
し
、
土
壌
や
水
と
い
っ
た
環
境
か
ら
、

栽
培
や
収
穫
法
、
食
品
分
析
、
農
業
経
営

に
関
す
る
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
二
年
生
の
後
半
に
は
、
食
品
科
学
、

農
業
生
産
学
、
生
産
環
境
学
、
農
業
経
営

学
の
四
コ
ー
ス
に
別
れ
、
三
年
生
の
後
半

か
ら
研
究
室
に
分
属
し
、
卒
業
論
文
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

生
産
環
境
学
コ
ー
ス
と
森
林
科
学
分
野

　

生
産
環
境
学
コ
ー
ス
に
は
十
名
の
教
員

が
お
り
、
そ
の
う
ち
、
森
林
科
学
、
森
林

育
成
学
、
森
林
計
画
学
、
森
林
保
護
学
、

そ
し
て
里
山
管
理
学
を
担
当
す
る
五
名
が

森
林
科
学
分
野
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
森
林
学
科
が
あ
る
よ
う
な
大
き

な
大
学
に
比
べ
る
と
き
わ
め
て
小
さ
な
規

模
で
す
が
、
全
部
で
教
員
が
三
八
名
と
い

う
食
農
学
類
の
な
か
で
は
、
大
き
な
位
置

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、生
産
環
境
学
コ
ー
ス
に
は
リ
モ
ー

ト
セ
ン
シ
ン
グ
や
水
文
学
、
土
壌
物
理
学

分
野
の
教
員
も
い
ま
す
の
で
、
コ
ー
ス
全

体
と
し
て
森
林
か
ら
農
地
ま
で
の
環
境
や

生
産
活
動
を
広
く
カ
バ
ー
し
て
お
り
、
農

林
業
の
基
盤
を
俯
瞰
的
に
取
り
扱
う
分
野

と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
大
学
教
育

　

昨
年
暮
れ
か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

世
界
的
流
行
は
、
四
月
に
入
っ
て
大
学
で

の
対
面
授
業
取
り
や
め
の
事
態
を
引
き
起

こ
し
ま
し
た
。
福
島
大
学
で
は
、
七
月
ま

で
の
授
業
の
全
て
を
遠
隔
授
業
で
実
施
す

る
こ
と
と
し
、「
農
場
基
礎
実
習
Ⅰ
」
で

も
映
像
を
使
っ
た
農
作
物
の
管
理
の
実
演

な
ど
、
工
夫
を
こ
ら
し
た
内
容
が
学
生
に

提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
年
生
前
期
に
開
講
予
定
で
あ
っ
た
「
森

林
特
別
実
習
」
は
選
択
科
目
で
あ
り
、
本

来
は
東
北
大
学
農
学
部
複
合
生
態
フ
ィ
ー

ル
ド
教
育
セ
ン
タ
ー
の
森
林
を
お
借
り
し

て
実
施
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、
本
学
、

東
北
大
学
と
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
予
防
の
観
点
か
ら
実
習
の
実
施
は
困

難
で
あ
る
と
の
判
断
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
科
学
分
野
に
お
い
て
野
外
実
習

は
、
教
育
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
す
。
そ

こ
で
、
森
林
科
学
分
野
教
員
に
よ
る
周
到

な
検
討
と
準
備
の
も
と
、
本
学
キ
ャ
ン
パ

ス
と
福
島
市
水
林
自
然
林
を
用
い
た
実
習

に
変
更
す
る
こ
と
を
大
学
執
行
部
に
提
案

し
、
四
月
以
来
、
本
学
で
は
初
め
て
の
取

り
組
み
と
し
て
、
対
面
に
よ
る
実
習
が
実

現
し
ま
し
た
。
実
習
で
は
人
工
林
の
毎
木

調
査
、
広
葉
樹
林
の
植
生
調
査
、
野
生
動

物
の
基
礎
調
査
、
そ
し
て
保
健
休
養
と
水

害
防
備
保
安
林
で
あ
る
水
林
自
然
林
の
見

学
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

四
月
か
ら
登
校
せ
ず
、
自
宅
等
で
パ
ソ

コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
遠
隔

授
業
だ
け
で
学
習
し
て
き
た
二
年
生
の
う

ち
、
森
林
特
別
実
習

を
選
択
し
た
三
四
名

が
一
名
の
欠
席
も
な

く
実
習
に
参
加
し
ま

し
た
。
森
林
で
五
感

を
使
い
、
実
際
に
体

を
動
か
し
チ
ー
ム
を

組
ん
で
野
外
調
査
を

行
う
実
習
は
、
教
員

の
当
初
の
想
像
を
超

え
て
好
評
で
あ
り
、

実
体
験
を
伴
う
実
習

の
重
要
性
を
再
認
識

し
ま
し
た
。

福
島
大
学
食
農
学
類
に
お
け
る
森
林
教
育

福
島
大
学
食
農
学
類
　
教
授
　
金
　
子
　
信
　
博

今
後
の
教
育

　

食
農
学
類
は
令
和
四
年
度
の
完
成
に
向

け
て
整
備
中
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
森
林

科
学
分
野
で
演
習
林
や
林
業
、
林
産
に
関

す
る
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
科
学
的
な
知
識
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
発
達
で
、
大
学
で
な
く
て
も
容
易
に
手

に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
現
代
で
は
、
単
な

る
知
識
の
修
得
で
は
な
く
、
未
知
の
課
題
に

直
面
し
た
時
の
問
題
解
決
能
力
が
益
々
強

く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

食
農
学
類
の
森
林
科
学
分
野
は
小
さ
な

組
織
で
す
が
、
森
林
の
現
在
の
状
況
を
正

確
に
把
握
し
、
世
代
を
越
え
た
長
い
時
間

ス
ケ
ー
ル
で
保
続
的
に
森
林
資
源
を
利
用

す
る
と
い
う
森
林
科
学
の
基
本
を
身
に
つ

け
た
人
材
養
成
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
教

育
体
制
の
整
備
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

キャンパス内の森林における広葉樹林植生調査

班ごとにわかれてのデータ解析
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　「ど根性大根」を覚えていますか？2005年末に兵

庫県相生市の歩道脇のアスファルトを割って生えた

大根がマスコミを賑わせました。郡山市虎丸町に

も、「ど根性キノコ」が現れました。某労働金庫の

市道脇の敷地に、なぜか直径８㎝、高さ15㎝ほどの

サクラの切り株が残っており、梅雨真っ盛りの７月

中旬に通勤で通りかかると、その切り株から見覚え

のあるキノコが発生していました。思わずスマホを

取り出しカメラに収めたキノコの正体は、なんとア

ラゲキクラゲ（以下「キクラゲ」という。）でした。

　キクラゲは、ここ数年、農産物直売所等で人気の

栽培キノコとして売られています。夏場に栽培しやすいことから生産者が急増しており、どこからか胞子が

飛来して活着し、菌が蔓延してキノコになったと推察されます。当事務所管内でも、昨年から１社、今年か

ら１名の新規生産者がおり、計画当初から相談を受け、生産から販売まで携わってきたことから、簡単に生

産者を紹介します。

　まず昨年５月から生産を開始したのは、鏡石町に本社がある

自動車部品メーカーの佐久間産業株式会社さんです。生産施設

は、工場敷地に元々あった倉庫と新たに栽培ハウスを１棟増築

しています。現在約4,000菌床の購入菌床からキクラゲを生産

していて、販売品目は、生キクラゲ、乾燥キクラゲ、乾燥キク

ラゲパウダー、キクラゲ佃煮で、近隣市町村の農産物直売所と

大手スーパーに販売しています。また、暖房設備も整備して周

年での生産を行っています。

　次に、今年の５月から田村市船引町で生産を開始したのは、

昨年脱サラして就農した安田悟さんです。安田さんの青年等就

農計画等の立案に当たっては、本人と田村市役所と当事務所で

何度も打合せを行い、しっかりしたものを策定し認定に至って

おります。現在、購入した3,000菌床で生キクラゲと乾燥キク

ラゲを生産し、田村市のほか隣接する市町村の農産物直売所を

メインに販売しています。さらに、今秋から菌床シイタケの生

産販売も開始します。

　なお、両者とも「ふくしま県GAP」の認証取得を目指し、

当事務所の指導を受けているところです。

ど根性キクラゲ？

普及指導員通信

福島県県中農林事務所
林業普及指導員　富　樫　　　誠

「ど根性キクラゲ」

責任者の佐久間一男 氏

安田　悟 氏
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我
が
国
の
森
林
保
険
制
度
は
、
昭
和
十

二
年
に
「
森
林
火
災
国
営
保
険
」
が
林
齢

二
〇
年
以
下
の
人
工
林
に
対
す
る
火
災
跡

地
の
再
造
林
を
対
象
と
し
た
保
険
が
創
設

さ
れ
て
以
来
、
昭
和
三
一
年
に
火
災
共

済
、
昭
和
三
六
年
に
は
気
象
災
、
翌
年
三

七
年
に
は
噴
火
災
に
も
対
応
す
る
保
険
へ

と
年
々
展
開
し
、
平
成
二
七
年
四
月
か

ら
、
火
災
・
気
象
災
（
風
害
・
水
害
・
雪

害
・
干
害
・
凍
害
・
潮
害
）、
噴
火
災
へ

対
応
す
る
現
在
の
「
森
林
保
険
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

森
林
保
険
法
に
基
づ
き
森
林
所
有
者
を

被
保
険
者
と
し
て
、
火
災
・
気
象
災
・
噴

火
災
に
よ
る
損
害
を
填
補
す
る
総
合
的
な

保
険
と
な
っ
て
お
り
、
森
林
所
有
者
が
自

ら
災
害
に
備
え
る
、
唯
一
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
手
段
と
し
て
、
林
業
経
営
の
安

定
、
被
災
地
の
早
期
復
旧
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま

す
。

　

日
本
の
森
林
を

自
然
災
害
か
ら
お

団体のページ

守
り
す
る
、
そ
れ
が
森
林
保
険
の
役
割
で

す
。

　

平
成
三
一
年
四
月
よ
り
森
林
保
険
の
制

度
が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
保

険
料
率
の
見
直
し
（
五
年
に
一
回
）、
割

引
制
度
の
導
入
な
ど
が
行
わ
れ
、
契
約
者

が
加
入
し
や
す
い
保
険
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
改
正
点
と
し
て
は
、

１
．
保
険
料
率
の
見
直
し

２
．
割
引
制
度
の
誕
生

３
．
長
期
割
引
率
の
見
直
し

４
．
複
数
契
約
の
開
始
日
を
統
一
す
る
仕

組
み
の
導
入

　

以
上
の
四
点
に
な
り

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
森

林
保
険
の
加
入
率
は
右

肩
下
が
り
と
年
々
減
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
令
和
元
年
度
の

加
入
率
は
、
全
国
が
七
・
八
㌫
、
福
島
県

が
五
・
三
㌫
と
全
国
を
下
回
っ
て
お
り
、

平
成
二
一
年
度
の
一
〇
・
一
㌫
か
ら
十
年

間
で
約
半
分
ま
で
加
入
率
が
下
が
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

　

造
林
補
助
事
業
の
義
務
加
入
が
無
く

な
っ
た
こ
と
や
植
栽
事
業
等
の
減
少
、
木

材
価
格
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
立
木
の
価

値
が
下
が
っ
て
お
り
、
国
民
の
山
林
へ
の

関
心
が
薄
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
要
因
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

近
年
で
は
三
五
℃
以
上
の
猛
暑
日
が
連

日
に
渡
っ
て
続
き
、
局
地
的
に
極
め
て
大

量
の
降
雨
が
観
測
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
本
年
七
月
に
発
生
し
た
豪
雨
災

害
の
よ
う
な
記
録
的
な
大
雨
に
よ
る
異
常

気
象
に
見
舞
わ
れ
て
、
大
規
模
な
土
砂
崩

れ
な
ど
の
甚
大
な
被
害
も
多
発
し
て
お
り

ま
す
。
本
県
に
お
い
て
は
、
昨
年
十
月
十

二
日
～
十
三
日
に
か
け
て
記
録
的
な
大
雨

を
観
測
し
た
令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ

り
各
地
で
土
砂
崩
れ
、河
川
の
氾
濫
な
ど
、

甚
大
な
る
被
害
を
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
の
森
林
保
険
の
被
害
状
況

及
び
保
険
金
支
払
い
実
績
と
し
ま
し
て

は
、
昨
年
四
月
九
日
～
十
日
に
か
け
て
、

郡
山
市
田
村
町
糠
塚
地
内
で
六
八
㌶
が
消

失
し
た
山
林
火
災
に
お
い
て
、
保
険
加
入

箇
所
の
損
害
面
積
一
・
一
㌶
に
対
し
て
六

百
万
円
の
保
険
金
が
支
払
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
平
成
三
〇
年
十
月
の
台
風
第

二
四
号
に
よ
る
風
害
に
お
い
て
は
（
九

件
）
百
万
円
の
保
険
金
が
支
払
わ
れ
ま
し

た
。
更
に
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
土

砂
崩
れ
等
に
よ
る
水
害
が
六
〇
件
、
雪
害

が
一
件
、
干
害
が
四
件
、
凍
害
が
三
件
と

本
県
に
お
い
て
は
、
様
々
な
災
害
が
発
生

し
て
お
り
、
延
べ
一
千
万
円
の
保
険
金
が

支
払
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
迅
速
な
事
務
手
続
き
を
行
い
、

被
保
険
者
へ
速
や
か
に
保
険
金
が
支
払
わ

れ
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

戦
後
の
拡
大
造
林
に
よ
り
伐
期
を
迎
え

た
森
林
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に

当
り
、
万
が
一
の
災
害
に
備
え
、
み
な
さ

ま
の
大
切
な
財
産
を
お
守
り
す
る
『
森
林

保
険
』
へ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
各
森
林

組
合
又
は
福
島
県
森
林
組
合
連
合
会
（
業

務
課　

森
林
保
険
担
当
）
ま
で
ご
連
絡
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「森林保険」に
ついて

福島県森林組合

連 合 会

森連だより



林業福島　令和２年９月１日発行

10―　 ―

団体のページ

夏のきのこを探そう
～逢瀬公園イベントに参加して～

きのこセンターだより

きのこ振興センター

　

令
和
二
年
七
月
二
六
日
（
日
曜
日
）、
郡

山
市
の
逢
瀬
公
園
で
「
夏
の
き
の
こ
を
探

そ
う
」
と
い
う
緑
化
セ
ン
タ
ー
主
催
の
野

生
き
の
こ
の
観
察
会
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ

ま
し
た
。
講
師
は
福
島
き
の
こ
の
会
の
広

井
勝
先
生
で
、
親
子
連
れ
な
ど
合
わ
せ
て

二
六
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は

そ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
際
に
採
集
さ

れ
た
五
九
種
の
き
の
こ
の
中
か
ら
、
代
表

的
な
夏
の
き
の
こ
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

①　

タ
マ
ゴ
タ
ケ

　
　

夏
に
発
生
す
る
き
の
こ
で
最
も
分
か

り
易
い
き
の
こ
で
す
。
そ
の
鮮
や
か
な

色
合
い
と
風
貌
か
ら
毒
き
の
こ
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
食
用
の
美
味
し
い
き

の
こ
で
す
。
シ
ロ
を
作
っ
て
毎
年
同
じ

所
に
群
生
す
る
の
で
、
前
の
年
に
発
生

し
た
場
所
に
行
く
と
見
ら
れ
る
可
能
性

が
高
い
も
の
で
す
。

②　

テ
ン
グ
タ
ケ
科
の
き
の
こ

　
　

テ
ン
グ
タ
ケ
科
の
き
の
こ
は
、
そ
の

多
く
が
つ
ぼ
（
外
被
膜
）
と
つ
ば
（
内

被
膜
）
を
持
つ
特
徴
を
も
っ
て
い
ま

す
。
実
は
タ
マ
ゴ
タ
ケ
も
テ
ン
グ
タ
ケ

科
の
き
の
こ
で
す
。
左
上
写
真
の
つ
ば

の
あ
る
も
の
が
「
テ
ン
グ
タ
ケ
」
で
、

左
下
写
真
の
つ
ば
の
な
い
も
の
が
「
テ

ン
グ
ツ
ル
タ
ケ
」
で
す
。
テ
ン
グ
タ
ケ

科
の
き
の
こ
は
猛
毒
の
も
の
が
多
く
間

違
い
や
す
い
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

③　

ベ
ニ
タ
ケ
科
の
き
の
こ

　
　

夏
場
に
よ
く
見
る
き
の
こ
に
ベ
ニ
タ

ケ
科
の
き
の
こ
が
あ
り
ま
す
。
下
段
上

写
真
は
「
チ
チ
タ
ケ
」
で
傷
を
付
け
る

と
乳
液
の
よ
う
な
液
体
を
出
す
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
栃
木
県
で
は
「
チ
タ
ケ
」

と
呼
ば
れ
、
大
変
人
気
の
あ
る
食
用
き

の
こ
で
す
。
左
下
写
真
は
「
ク
ロ
ハ
ツ

モ
ド
キ
」
と
い
う
き
の
こ
で
す
。
ハ
ツ

タ
ケ
の
仲
間
は
傷
つ
く
と
色
が
変
わ
る

特
徴
を
持
っ
た
も
の
が
多
く
あ
り
ま

す
。
ク
ロ
ハ
ツ
モ
ド
キ
は
消
化
器
系
の

中
毒
症
状
が
出
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

猛
毒
の
「
ニ
セ
ク
ロ
ハ
ツ
」
と
も
似
て

い
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

④　

変
わ
っ
た
き
の
こ

　
　

変
わ
っ
た
き
の
こ
と
し
て
は
、「
ヤ

グ
ラ
タ
ケ
」
や
「
ビ
ョ
ウ
タ
ケ
」
が
あ

り
ま
す
。
下
段
上
写
真
の
「
ヤ
グ
ラ
タ

ケ
」
は
シ
メ
ジ
科
の
き
の
こ
で
、
他
の

き
の
こ
の
上
に
生
え
ま
す
。
今
回
採
集

さ
れ
た
ヤ
グ
ラ
タ
ケ
は
ク
ロ
ハ
ツ
の
上

に
生
え
て
い
ま
し
た
。
下
段
下
写
真
の

「
ビ
ョ
ウ
タ
ケ
」
は
、「
鋲
」
に
形
状
が

似
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
付
い
た

オ
レ
ン
ジ
色
の
極
め
て
小
型
の
き
の
こ

で
す
。
地
面
に
落
ち
た
枯
れ
枝
や
切
り

株
の
側
面
な
ど
に
よ
く
発
生
し
ま
す
。

　

野
生
き
の
こ
は
発
生
し
た
場
所
や
環
境

の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
色
や
形
が
図
鑑

と
異
な
る
場
合
が
多
く
あ
る
の
で
、
食
用

と
判
断
出
来
な
い
き
の
こ
は
絶
対
に
「
採

ら
な
い
」、「
食
べ
な
い
」、「
人
に
あ
げ
な

い
」
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
本
県

で
は
原
発
事
故
以
降
、
い
ま
だ
に
五
九
市

町
村
中
五
五
市
町
村
で
野
生
き
の
こ
の
摂

取
、
流
通
に
何
ら
か
の
制
限
が
か
け
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
安
全
が
確
認
で
き
て
い

な
い
き
の
こ
の
販
売
や
譲
渡
は
行
わ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

　

さ
て
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
が
「
こ
の
時

期
は
虫
食
い
の
き
の
こ
が
多
い
が
、
ほ
と

ん
ど
虫
が
入
っ
て
い
る
の
か
」
と
質
問
し

た
こ
と
に
対
し
て
、
講
師
の
先
生
が
「
今

の
時
期
は
虫
も
食
べ
る
気
持
ち
で
き
の
こ

を
食
べ
た
方
が
良
い
」
と
回
答
し
た
こ
と

に
は
驚
き
ま
し
た
。
で
も
、
昆
虫
が
高
栄

養
で
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
あ
る
食
材
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
昆
虫
食
と
し
て

捉
え
る
の
も
面
白
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

タマゴタケテングツルタケ

クロハツモドキ

ビョウタケ

テングタケ

チチタケ

ヤグラタケ
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○
は
じ
め
に

　

伝
統
産
業
が
衰
退
傾
向
に
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
背
景
に
は
、
職
人
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
、
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
る

需
要
の
減
少
な
ど
、
様
々
な
要
因
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
存
続
の
危
機
に
あ
る
産
業
も

少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
本

古
来
の
伝
統
技
術
を
い
か
に
し
て
継
承
し

て
い
く
の
か
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
課

題
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

○
伝
統
を
継
承
す
る
も
の
づ
く
り

　

大
正
五
年
創
業
か
ら
、
木
の
良
さ
を
最

大
限
に
活
か
し
、
ぬ
く
も
り
や
安
ら
ぎ
の

あ
る
木
製
品
を
作
り
続
け
て
い
る
木
製
建

具
・
家
具
メ
ー
カ
ー
『
有
限
会
社 

白
井
木

工
所
』（
伊
達
市
）
で
は
、一
般
住
宅
の
他
、

公
共
施
設
や
医
療
施
設
、
商
業
施
設
等
の

木
製
建
具
・
家
具
を
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で

製
作
し
、
施
工
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
四

代
目
の
代
表
取
締
役　
白
井
貴
光
さ
ん
は
、

日
本
古
来
の
技
術
を
後
世
に
継
承
し
て
い

く
た
め
、
伝
統
の
木
工
技
術
で
あ
る
組
子

細
工
や
会
津
漆
器
の
伝
統
工
芸
を
地
域
木

材
製
品
の
デ
ザ
イ
ン
・
開
発
に
活
か
し
、

現
代
の
生
活
空
間
に
調
和
し
た
も
の
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

原
木
市
場
や
製
材
工
場
、
工
務
店
、
設
計

者
と
の
連
携
協
力
体
制
を
築
く
た
め
に
勉

強
会
や
セ
ミ
ナ
ー
を
積
極
的
に
行
う
と
と

も
に
、
木
育
活
動
を
と
お
し
て
地
域
の
子

ど
も
た
ち
や
一
般
消
費
者
に
木
の
知
識
や

魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

○
暮
ら
し
を
彩
る
組
子
細
工

　

白
井
さ
ん
は
、
組
子
細
工
の
技
術
を
活

か
し
た
和
室
の
障
子
や
欄
間
の
装
飾
の
他
、

組
子
細
工
を
身
近
に
楽
し
め
る
よ
う
、
福

島
県
産
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
を
使
用
し
た
イ

ン
テ
リ
ア
ア
イ
テ
ム
「
伊
達
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｋ

Ｏ
」
を
開
発
す
る
な
ど
、
地
域
木
材
を
利

用
す
る
「
も
の
づ
く
り
」
を
と
お
し
て
環
境

や
地
域
の
問
題
に
も
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　
「
生
活
の
道
具
が
木
の
道
具
か
ら
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
や
金
属
に
移
り
変
わ
っ
た
現

代
、
昔
の
木
の
道
具
や
家
具
を
見
な
お
す

と
、
理
に
適
っ
た
木
の
使
い
方
に
気
付
く

こ
と
も
あ
る
。」
と
白
井
さ
ん
。
昔
の
知

恵
や
技
術
を
見
な
お
し
、
デ
ザ
イ
ン
・
開

発
に
活
か
す
こ
と
、
木
質
を
見
極
め
木
の

良
さ
を
適
材
適
所
に
使
用
す
る
こ
と
で
、

生
活
の
中
に
木
の
ぬ
く
も
り
や
安
ら
ぎ
を

郡
山
女
子
大
学 

人
間
生
活
学
科 

建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス 

准
教
授　
阿　

部　

恵
利
子

新
し
い
木
の
文
化
の
創
造
（
有
限
会
社
白
井
木
工
所
）

木
の
文
化
を
育
む
⑱

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

○
会
津
漆
器
と
の
コ
ラ
ボ

　

白
井
さ
ん
は
、
地
域
の
他
業
種
と
共
に

伝
統
工
芸
と
先
端
技
術
を
融
合
し
た
新
し

い
も
の
づ
く
り
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

伝
統
工
芸
の
会
津
漆
器
と
木
製
建
具
を
融

合
し
た
建
具
「
う
る
和
し
」
は
、
紫
外
線

照
射
に
よ
り
短
時
間
で
漆
を
硬
化
さ
せ
る

会
津
の
新
技
術
「
Ｕ
Ｖ
漆
」
を
採
用
し
て

い
ま
す
。
特
許
「
紫
外
線
硬
化
型
含
漆
合
成
樹

脂
塗
料
お
よ
び
秒
速
乾
燥
法
」（
特
許
番
号
二
八

二
一
一
一
〇
号
）

○
木
の
魅
力
を
活
か
し
た
も
の
づ
く
り

　

天
然
素
材
の
ヒ
ノ
キ
材
と
人
工
大
理
石

を
積
層
し
、
融
合
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
洗

面
化
粧
台
や
ス
ギ
の
木
目
を
活
か
し
た
食

器
棚
、
空
気
清
浄
機
な
ど
、
木
材
は
加
工

を
施
す
こ
と
で
、
そ
の
表
情
が
デ
ザ
イ
ン

に
活
か
さ
れ
ま
す
。「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
や
木
材
チ
ッ

プ
の
生
産
の
他
に
も
木
材
の
新
た
な
使
い

方
を
模
索
し
な
が
ら
、
地
域
が
連
携
し
て

産
業
サ
イ
ク
ル
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
大

切
。」
と
白
井
さ
ん
は
も
の
づ
く
り
を
と

お
し
て
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
も
話
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。

○
ま
と
め

　

温
故
知
新
の
精
神
を
忘
れ
ず
、
現
代
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
形
で
伝
統
技
術
を
継
承

し
、
そ
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が
現
代

に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

左から順に、伝統工芸の会津漆器と木製建具を融合した建具「うる和し」、組子細工のインテリアアイテム「伊達KUMIKO」、
天然素材のヒノキ材と人工大理石を積層し、融合したオリジナル洗面化粧台、スギの木目を活かした食器棚
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夜
明
け
前
。
目
が
覚
め
る
。
空
は
晴
れ
。

　

間
に
合
う
か
な
。
急
い
で
起
き
て
、
車

を
走
ら
せ
る
。
目
指
す
は
北
泉
海
岸
。

　

南
相
馬
に
転
勤
に
な
り
、
単
身
赴
任
と

な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
基
本

的
に
暇
で
あ
る
。
特
に
朝
。

　

そ
ん
な
訳
で
、
た
ま
に
海
か
ら
の
御
来

光
を
拝
み
に
海
岸
に
行
っ
て
い
る
。
よ
く

行
く
の
が
北
泉
海
岸
。

　

海
か
ら
昇
る
朝
日
と
刻
一
刻
と
変
わ
り

行
く
空
を
眺
め
な
が
ら
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

む
至
福
の
時
間
。

　

そ
ん
な
に
朝
早
く
に
訪
れ
る
酔
狂
な
人

間
は
俺
だ
け
か
と
思
う
と
、さ
に
あ
ら
ず
。

海
に
入
っ
て
い
る
人
々
が
い
る
。

　

サ
ー
フ
ァ
ー
た
ち
だ
。

　

良
い
波
が
立
つ
北
泉
海
岸
は
、
サ
ー

フ
ァ
ー
た
ち
の
メ
ッ
カ
で
も
あ
る
。
開
催

予
定
だ
っ
た
大
会
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

中
止
に
な
っ
た
そ
う
だ
け
ど
、
地
元
サ
ー

フ
ァ
ー
た
ち
は
、
早
朝
仕
事
前
に
サ
ー

フ
ィ
ン
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

い
い
な
あ
。
早
朝
サ
ー
フ
ィ
ン
。

　

こ
の
号
が
出
る
頃
に
は
、
シ
ー
ズ
ン
が

終
わ
っ
て
い
る
と
思
う
け
ど
、
北
泉
海
岸

は
今
年
海
水
浴
場
と
し
て
開
か
れ
る
県
内

二
箇
所
の
う
ち
の
ひ
と
つ
と
し
て
賑
わ
っ

て
い
る
。

　

海
岸
は
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、

駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
も
完
備
。

　

そ
し
て
隣
接
す
る
北
泉
海
浜
総
合
公
園

は
、
小
高
い
山
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
大

き
な
す
べ
り
台
は
じ
め
遊
具
が
た
く
さ
ん
。

　

家
族
連
れ
な
ら
一
日
遊
べ
る
な
あ
。

　

こ
ん
な
楽
し
い
と
こ
ろ
だ
が
、
東
日
本

大
震
災
の
際
に
は
、津
波
が
押
し
寄
せ
た
。

海
岸
は
砂
浜
自
体
が
流
さ
れ
、
が
れ
き
が

た
ま
り
、
観
光
施
設
が
流
さ
れ
る
な
ど
、

甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
。

　

そ
の
後
整
備
を
進
め
、
海
開
き
を
再
開

し
た
の
が
昨
年
（
令
和
元
年
）
の
こ
と
。

海
岸
か
ら
公
園
に
続
く
跨
道
橋
の
連
絡
路

も
避
難
経
路
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
た
北
泉
海

岸
。
の
ん
び
り
海

岸
で
過
ご
す
の
は

い
か
が
？

　

五
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
量
は
、
前
月
比
一
三
㌫
減
（
前
年
比
一
七
㌫
減
）

の
二
一
、
〇
三
八
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
は
、
前
月
比
一
五
㌫
減
（
前
年
比
一
八
㌫
減
）
の
二
〇
、
九
五
五
立
方

㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

六
月
の
価
格
は
弱
含
み
と
な
っ
て
い
る
。

北
泉
海
岸
の
朝

渡　

部　

昌　

俊

福
島
県
相
双
農
林
事
務
所

素材の価格〈工場着価格〉（2020年６月15日現在）
（単位：㎥当り千円）

注）１．前月差の△印は値下りを示す。
　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外は各

地域の平均的価格を示す。
　　３．一般用材カラマツは工場着価格ではなく、

福島県森林組合連合会の会津共販所・い
わき木材流通センターの素材市売価格を
示す。

　　４．各地域の価格について、異常値が生じた
場合には県平均算出から除く場合がある。

区　分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

4.00

並 カラマツ （ 0～ 0） 7（ 6～ 9）

13～14 並 カラマツ （ 0～ 0） 8（ 7～ 9）

16以上 並 カラマツ （ 0～ 0） 10（ 9～12）

区　分
形　　量

材質 樹 種
中 通 り 地 方 会　津　地　方 浜 通 り 地 方 県　　平　　均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一　
　

般　
　

用　
　

材

小
5～9

4.00
並 スギ 8（ 6～ 9） （ 0～ 0） 9（ 9～ 9） 8（ 6～ 9）

10～14 並 スギ 11（10～12） △1 （ 0～ 0） 11（11～12） △1 11（10～12） △1

中

14～22

3.00
並 スギ 11（10～12） 14（14～14） 12（10～13） 11（10～14）

並 ヒノキ 12（10～13） △1 （ 0～ 0） 15（13～16） 13（10～16） △1

6.00
並 スギ 15（15～16） 10（10～10） 17（16～18） 15（10～18）

並 ヒノキ 24（23～25） （ 0～ 0） 22（20～24） 23（20～25）

20～28

3.65 並 スギ 10（ 9～12） △1 11（10～12） 11（10～13） 11（ 9～13）

4.00
並 スギ 10（10～10） △1 10（10～10） 11（10～13） 10（10～13） △1

並 アカマツ 9（ 8～10） （ 0～ 0） 8（ 8～ 9） 9（ 8～10）

1.80 並 アカマツ 7（ 5～ 8） （ 0～ 0） 8（ 8～ 8） △1 7（ 5～ 8）

外　
　
　

材

米
材（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 30（30～30） 30（30～30）

並 米マツ 28（28～28） 30（30～30） 28（28～28） 29（28～30）
北
洋
材（
定
尺
）

28以下

3.80 並 エゾマツ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 25（25～25） 25（25～25）

4.00
並 アカマツ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 25（25～25） 25（25～25）

並 カラマツ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 25（25～25） 25（25～25）

パルプ
用材

並 マツ 7（ 7～ 7） （ 0～ 0） 7（ 7～ 7） 7（ 7～ 7）

並 広葉樹 10（10～10） （ 0～ 0） （ 0～ 0） 10（10～10）
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お知らせコーナー

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
研
究
・
整
備
機
構
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

水

戸

典

明

陽

光

社

印

刷

株

式

会

社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
一
〇
円
）

編　

集

発　

行

発
行
人

虹

表紙の写真
　
「
夢
を
追
う
熱
き
思
い
今
虹
と
な
れ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今
夏
二
一
府
県
で
分
散
開

催
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
、
史
上
初
の
開
催
中
止
に
な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
は
、
三
〇
競
技
の
高
校
日
本
一
を
決
定
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ
り
、
各
県
で

は
、
競
技
に
よ
っ
て
は
独
自
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
野
球
に
関
し
て
は
、
八
月
十
日
か

ら
三
二
校
が
参
加
し
た
「
甲
子
園
交
流
試
合
」
が
お
こ
な
わ
れ
、
十
五
日
に
は
磐
城
高

校
が
登
場
し
た
。
木
村
前
監
督
が
ノ
ッ
カ
ー
と
し
て
チ
ー
ム
入
り
す
る
な
ど
、
高
校
野

球
に
は
随
所
に
思
い
が
け
な
い
感
動
が
あ
る
。
一
点
を
追
う
好
ゲ
ー
ム
に
な
っ
た
が
、
両

校
の
全
力
プ
レ
ー
に
拍
手
を
お
く
り
た
い
。

　

ま
た
、
阪
神
甲
子
園
球
場
と
阪
神
球
団
は
、
軟
式
を
含
む
加
盟
校
の
三
年
生
全
員
に

甲
子
園
の
土
を
入
れ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
配
っ
た
と
い
う
か
ら
大
人
の
粋
な
計
ら
い
だ
。

　

さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
だ
け
で
は
な
く
、
東
北
の
花
火
大
会
も
夏
祭
り
も
神
事
を

除
い
て
相
次
い
で
中
止
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
お
盆
の
帰
省
も
せ
ず
、
ふ
る
さ
と
の
風

や
匂
い
を
十
分
に
満
喫
で
き
ず
に
夏
を
終
え
た
人
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
含
め
、
来
年
の
夏
の
お
楽
し
み
が
増
え
た
が
、
虹
を
見
か
け
た
ら
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
い
う
夢
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
大
勢
の
高
校
生
ア
ス

リ
ー
ト
と
そ
の
夢
を
叶
え
て
あ
げ
た
い
と
心
を
尽
く
し
た
関
係
者
に
思
い
を
寄
せ
て
み

た
い
と
思
う
。
九
月
の
虹
は
、
次
の
夏
へ
の
夢
の
架
け
橋
に
な
る
に
違
い
な
い
。

　

旧
暦
の
お
盆
の
頃
か
ら
、
夜
、
虫
の
声
（
カ
ネ
タ
タ
キ
だ
ろ
う
か
）
が
聞
こ
え
て
く

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

誰
も
経
験
し
な
か
っ
た
夏
が
行
こ
う
と
し
て
い
る
。�
（
都
）

はなしの
ひろば

「緑樹に輝く虹」
第34回ふくしま緑の写真コン
クール　金賞
受賞者　涌井弘亘さん（福島市）
撮影場所：福島市

※
前
月
号
（
二
〇
二
〇
年
八
月
発
行
）
で
掲
載
し
ま
し
た
は
な
し
の
ひ
ろ

ば
の
「
虹
」
は
、
編
集
部
の
手
違
い
に
よ
り
文
章
に
欠
落
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
一
部
内
容
を
変
更
し
て
再
度
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

○
野
生
き
の
こ
に
関
す
る
注
意
喚
起
に
つ
い
て

　

野
生
き
の
こ
が
発
生
す

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

国
が
出
荷
を
制
限
し
て
い

る
市
町
村
か
ら
採
取
さ
れ

た
野
生
き
の
こ
は
、出
荷
・

販
売
、
飲
食
店
な
ど
で
の

提
供
、
無
償
譲
渡
、
フ
リ

マ
ア
プ
リ
等
で
の
販
売
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
一
部
町
村
・
品

目
で
は
出
荷
が
可
能
で
す

が
、
出
荷
前
に
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
検
査
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
県
農
林

事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

安
全
な
野
生
き
の
こ
の

流
通
を
図
る
た
め
、
皆
様

の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●連絡先一覧

事務所名 住所・連絡先

県北農林事務所
（森林林業部）

福島市杉妻町２－16
（福島県庁北庁舎５階）

024－521－2632

県中農林事務所
（森林林業部）

郡山市麓山一丁目１－１

024－935－1367

県南農林事務所
（森林林業部）

棚倉町大字関口字上志宝50－１

0247－33－2123

会津農林事務所
（森林林業部）

喜多方市松山町鳥見山字天神６－３

0241－24－5734

南会津農林事務所
（森林林業部）

南会津町田島字根小屋甲4277－１

0241－62－5375

相双農林事務所
（森林林業部）

南相馬市原町区錦町一丁目30

0244－26－4305

富岡林業指導所
富岡町小浜553－２

0240－23－6084

いわき農林事務所
（森林林業部）

いわき市平字梅本15

0246－24－6193

●野生きのこ出荷制限位置図

※�最新情報は福島県林業振興課ホーム
ページでご確認ください。

　（http://www.pref.fukushima.lg.jp/
　　　sec/36055c/ringyo-monitoring.html）

：出荷制限市町村

：出荷制限一部解除市町村
　（西会津町［ナメコ、ムキタケ、マイタケ］、三
島町［マイタケ］、会津美里町［ムキタケ］、柳津
町［マイタケ］、只見町［ナメコ、ムキタケ、ク
リタケ、マイタケ、ナラタケ、ブナハリタケ］、
昭和村［ムキタケ、マイタケ］



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5

イワフジの GP シリーズ 

最新の GP-8 コントローラを搭載 
・5.7 インチカラー液晶ディスプレイによる多彩な情報表示 
・感圧式タッチパネル採用により操作性が向上 
・A,B,C,D の 4 コード毎に 4 種類、合計 16 種類の測長設定値 
・樹種を 4 種類登録でき、個別に測長調整値の設定が可能 
・材積集計機能を標準で搭載 

傾斜地に対応した全旋回チルトプロセッサ 
・最大 38 度のチルト機能により傾斜地での作業性が大幅に向上 
・全旋回ローテータにより油圧ホースが絡む心配不要 
・サイドカッター解除機能により曲がり材に対応 
・大容量油圧システムと強化型送りモータによるパワフルな送材 

新開発のスタッドローラ(オプション) 
・鉄輪の全周に装着された無数のスタッド（鋲）が

材を強力に捉え、送りモータのトルクを伝えます。 

・特殊形状のスタッドを一体化したシンプルな構造

で、メンテナンスが容易 

（ 南東北支店 ） 福島県郡山市八山田 5-314 
             TEL 024-973-5166  FAX 024-973-5168 
（ 本社 ・ 工場 ）  岩手県奥州市水沢字桜屋敷西 5-1 
（ 支     店 ）  札幌･東北･南東北･関東･中部・関西･中四国・九州 

For the future with forest 

http://www.iwafuji.co.jp/ 

GP-35B グラップルプロセッサ 
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福
島
市
中
町
五
番
十
八
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県
林
業
会
館
内

定
価
一
一
〇
円

年
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読
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〇
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・
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林
業
福
島
九
月
号 

通
巻
第
六
七
三
号

令
和
二
年
九
月
一
日
発
行

（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）

人と共に　緑と共に

うねめ
林業機械

人と共に　緑と共に

R

For Professional

For Professional

GZ3950EZ
GZ4350EZ

BCZ275GW-DC ZHM1550RR SR3100

刈幅：1500mm 出力 : 27.5kW 破砕径：200mm 出力 : 18.4kW

排気量 25.4cc

排気量 39.1cc

排気量 43.1cc

ハスクバーナ・ゼノア㈱ 福島県代理店

㈲ うねめ林業機械㈲ うねめ林業機械
TEL(024)952-2657 ・ FAX(024)951-7775 〒963-0211 郡山市片平町字薪蟻塚 108-1

For Professional

BCZ275GW-DC

郡山市片平町字新蟻塚


